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視　点

1 担い手の育成・確保に向けて
■■（一社）石川県建設業協会　専務理事　山岸　勇

トピックス 

3 第14回北陸道路舗装会議
■■北陸道路舗装会議　実行委員会

地域の動き 

5
「大地の芸術祭」とのコラボレーション
「トヤ沢砂防堰堤」がアートになる！

■■新潟県十日町地域振興局地域整備部

技術レポート 

7
磐越自動車道の交通安全対策について
磐越自動車道　三川ＩＣ～安田ＩＣ間
付加車線設置による交通安全対策

■■東日本高速道路（株）　新潟支社　技術部

10 富山ライトレール近接施工における橋梁工事について■■佐藤工業（株）　北陸支店

17
電動化、組立簡素化、信頼性向上、搭乗運転併用化
高機能型遠隔操縦装置「ロボＱＳ」

■■（株）フジタ

第14回北陸道路舗装会議
開会式▶P.3

「トヤ沢砂防堰堤」
見学広場、PR看板位置▶P.5

地域の動き  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
大地の芸術祭の期間中、「ト 

ヤ沢砂防堰堤」には、累計 
人が来場し、多い日に 

は１日約千人近い方々に来て 
いただきました。見学した皆 
様からは「砂防堰堤の必要性 
が分かった」などの感想や 
ねぎらいのお言葉をいただき 
ました。（写真 ３） 

■今回（平成 年）の取り組み

十日町地域整備部では、「トヤ沢砂防堰堤」の見学広

場と砂防事業ＰＲ看板の整備を行いました。これによ

り「大地の芸術祭」の期間中はもとより、通年での情

報発信が可能となりました。（写真 ４） 
また、「トヤ沢砂防堰堤」の作品展示にあたっては津

南町役場をはじめ地域の皆様のご協力をいただいてい

ます。見学広場を地域イベントなどの場として活用し

ていただくことにより地域の活性化にも寄与するもの

と期待しています。 
今回は、「トヤ沢砂防堰堤」に隣接して、作家の磯辺

行久氏の新作「サイフォン導水のモニュメント」が展

示されています。（写真 ５） 芸術祭の期間中のみ設

置している展望スペースは２つの壮大なアート作品が

同時に鑑賞できる贅沢なビューポイントです！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ

の開催概要

開催中の「大地の芸術祭」の概要、アート作品の一

部を紹介します。 
 
会期 年 月 日 日 ～ 月 日 月祝

開催地 越後妻有地域（新潟県十日町市、津南町）

アート作品数

点 うち過去に制作された恒久作品 点

参加アーティスト

の国と地域、 組 うち の国と地域、

組が新規

主催 大地の芸術祭実行委員会

お問い合わせ

大地の芸術祭実行委員会事務局

〒 新潟県十日町市旭町 番地

（十日町市総合観光案内所内）

ホームページ

〔アート作品〕 一部のみ掲載

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔参考文献〕 
大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ

企画発表会資料 
 
５．おわりに

「トヤ沢砂防堰堤」の自然に立ち向かう雄大な造形

美を多くの皆様から体感していただくことは、土木行

政の重要性を知っていただく絶好の機会です。  
十日町地域整備部では、作品のＰＲを通して「土木

の魅力発信」に取り組んでいきたいと考えています。 
「大地の芸術祭」では、豊かな自然や里山文化の特

徴などを活かしたアート作品の展示や多様な催しが行

われています。ぜひこの機会に越後妻有に足を運んで

みてはいかがでしょうか。 
 
 

写真

展望台での職員の説明

●お問い合わせ先

新潟県十日町地域振興局地域整備部

見学広場

トヤ沢砂防堰堤

ＰＲ看板 常設

国道 号

展望スペース

サイフォン導水のモニュメント 写真 見学広場、 看板位置

水力発電用の暗渠のなかを

流れる水の音を可視可した

作品です。

マ・ヤンソン ＭＡＤ アーキテクツ 中国
《ライトケーブ》《ペリスコープ》

清津峡渓谷トンネルのエントランス施設 新築 と、トンネル施設の

レアンドロ・エルリッヒ アルゼンチン

《 ：空の池》

写真

新作「サイフォン導水の

モニュメント」

土石流のモニュメント

鏡のように映している。なんの変哲もない光景だが、鑑賞者が建

改修をＭＡＤアーキテクツが手がけた。全長 ｍのトンネルでは、

途中にある清津峡の絶景を望む見晴らし所と、終点のパノラマステ

ーションで作品を展開。終点には、清津峡の景観を反転して映す「水

盤鏡」の幻想的な眺めが待っている。

キナーレの中央にある大きな池の水面に光が反射し、空や建物を

物の２階に上がって池を眺めると、建物の鏡像が複層化している

た鏡像は完全に一致する。

不可思議な現象に気づく。そしてある地点から見た時、複層化し

：

磐越道　付加車線工事
完成写真（終点部）▶P.7

水平・斜め施工状況▶P.10

ロボＱＳ▶P.17

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

■上信越自動車道（信濃町IC～上越JCT間）４車線化事業
　上信越自動車道では、信濃町IC～上越JCT間の37.5㎞のうち暫定２車線区間の４車線化
工事を、平成31年度の完成を目指して進めています。写真は、妙高市に建設中の「あらい
高架橋（充腹アーチ橋）」です。曲線がとても美しい橋梁で、水田に写った景色もとても美
しいです。
� （写真提供：㈱大本組）

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

27
「北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会」の
取り組みについて

■■北陸地方整備局　企画部　企画課

先輩なう！

31 モノづくりの楽しさを求めて
■■大成建設（株）　北信越支店　河野　竜之さん

職場紹介

29
みらいに夢を、夢をかたちに
安心・安全の確保と快適な環境の創造

■■（株）佐藤渡辺　北陸支店

21
国総研委託研究事業BDASHプロジェクト
アンサンブル降雨予測による
自助リードタイムの確保に関する実証研究

■■（株）新日本コンサルタント

23
高強度かつ浸透性状に優れた半たわみ性舗装用セメントミルクの開発
高強度型　半たわみ性舗装　ウルトラペーブH

■■日本道路（株）　北信越支店

実証フィールドにおける
自主防災組織体制▶P.21

技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 サブタイトル 

国総研委託研究事業 プロジェクト
 タイトル 

アンサンブル降雨予測による
自助リードタイムの確保に関する実証研究

会 社 名 

株式会社 新日本コンサルタント

 抄 録 
近年の集中豪雨・局地的大雨の発生頻度が増加する中、雨に強い都市づくりの早期実現

に向け適正かつ効率的な浸水対策の推進が求められています。そのような中、当社を含む

者からなる共同研究体は、国総研からの委託研究事業「都市域における局所的集中豪雨

に対する雨水管理技術実証研究」にて、自助・共助支援情報（降雨、水位、浸水予測情報）

の提供による浸水被害軽減の実現を目的とした「浸水予測システム」を構築し、実フィー

ルドにて効果検証を実施しています。本稿では、本実証研究の成果と今後の展望について

報告します。

 

１．浸水予測システムの概要

当該浸水予測システムは、レーダ雨量計にて観測し

た降雨観測値と、短時間降雨予測モデルによる降雨予

測値に基づき、流出解析モデルを介して、水位および

浸水範囲をリアルタイムに予測するものであり、自

助・共助支援情報（降雨、水位、浸水予測情報）の提

供による浸水被害軽減の実現を目的としたものである。

図 に浸水予測システムの機能と効果を示す。

③リアルタイム流出解析技術
（水位・浸水予測）

 

①計測技術
（レーダ雨量計、水位計等）

②レーダ雨量解析技術
（特異移流モデルによるアンサン
ブル降雨予測等）

④情報配信技術
（降雨、水位、浸水予測情報）

自助活動に必要な詳細な降雨・
水位・浸水予測情報を配信

本技術が目指す効果

車の
移動

将来水位を確認住民自らの事前対応
土のう積・車移動）が可能

浸水発生前に対応が完了し浸水被害が軽減

予測水位

土のうの設置

分後

図 浸水予測システムの機能と効果

 
．実証フィールドにおける自助リードタイム

（ ）実証フィールドの概要

当該システムの実証フィールドである呉羽排水区に

おいては、近年頻発する局地的集中豪雨により、度々

浸水被害が発生している。当地区では、内水域の浸水

に対する水防計画マニュアルを町内会で作成しており、

自助・共助体制の醸成が図られている。平成 年度よ

り、当地区の自主防災組織の代表者（特定の住民）に

本システムによる浸水予測情報をタブレットにて試験

配信している。図 に本システムを活用した実証フィ

ールドにおける自主防災組織体制を示す。

35

地区防災士

自主防組織
防災隊長

共助

自助

班住民
（ 世帯）

共助

情報
配信

本システムによる
予測水位情報

情報
配信

情報
配信

 
図 実証フィールドにおける自主防災組織体制

自助活動に必要なリードタイム

浸水が発生する前に自助活動が完了できる時間、い

わゆるリードタイムが確保できる予測情報を配信する

ことが必要である。リードタイムの目標値は、地域住

民に自助・共助活動に必要な時間をヒアリングし、20
分として設定した。 

予測システムの基本条件（アンケート結果）

自助支援情報として保有すべき性能についてアンケ

↓ここから入力してください。 

開発品の充填状況▶P.23

けんせつフェア北陸
合同企業セミナーの状況▶P.27

（株）佐藤渡辺　北陸支店
除雪作業中▶P.29

河野　竜之さん▶P.31


